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XMLDB入門

XMLコンソーシアム
XMLデータベース部会

リーダー加藤哲義（ジャストシステム）
tetsuyoshi.kato@justsystems.com

～ＸＭＬＤＢの特性とシステム作りのポイント、適用分野～
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１．XMLデータベース部会の紹介
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XMLDB部会

XMLコンソーシアム

リーダー

エンジニアリング・サブグループ マーケティング・サブグループ

サブリーダー サブリーダー

XML Query usecase等の翻訳
W3Cドキュメントの翻訳
XQueryのチュートリアル、TIPS集
W3C逆引きインデックス
XMLDB開発の心得集
XMLDBサンプルアプリ

　　　ＸＭＬＤＢ技術者の拡大
　　　

ワーク
ドリブン

イベント
ドリブン

ベンダー,ユーザ,ＳＩ‘er訪問
ＸＭＬＤＢなんでも相談会
ＸＭＬＤＢマーケットリサーチ
共同開催イベント企画
ＸＭＬＤＢ業界向け適用パターン集

　ＸＭＬＤＢ適用事例の紹介
　　　

XMLDB部会の構成と活動指針

XQueryの研究、XMLDBの実践
から

XMLDBを使うシステム開発の
手法を演繹する。

マーケット調査や
ユーザ事例から

XMLDBの
利用局面を帰納する。

2006年8月から活動開始
2007年6月正式発足
メンバー：43社89名

4
XMLDBを、何に、どうやって使うの？

XMLデータベース（XMLDB）部会の背景

XML Query1.0 正式勧告 （2007年1月）

各社からXML DB製品リリース
（ネイティブＸＭＬＤＢ＆RDBハイブリッド型）

2006～7年にかけてXMLデータ処理の共通基盤が整う。

XMLをB2Bの中間フォーマットというより、
蓄積して、活用するためのデータとしてとらえる潮流
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XML DB部会の目的

XMLDBを 何に どうやって 使うの？

技術的実践マーケットスタディ

マーケティング・サブグループ エンジニアリグ・サブグループ

XMLDBの市場形成とXMLDB技術者の拡大

6

2. XMLDBの特性
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XML
XML

社員番号 氏名 身長 体重 年齢
1 田中太郎 167 56 28
2 大井章二 178 67 32
3 加藤祐一 174 65 39
4 北沢喜一 165 70 29
5 斉藤政氏 177 80 33

データ

●社員の健康測定結果について

全般的に高年齢層の精神的ストレスの過大および若年層の不健
康な食生活からもたらされる体力不足が目立つ。
２０代から３０代の肥満度は昨年より減少の傾向にあり、平均肥
満度は－３ポイントであるが、体内脂肪はかえって増加している。
ファーストフードの普及にともない未婚男女の栄養バランスの偏
りに関連性があるかもしれない。
一方４０代の男性は内科所見上、慢性的な倦怠感と精神的な焦
りをうったえる方が多かった。長引く不況による職場環境の悪化
が原因の一つかもしれない。今後なんらかケアーしていく施設の
用意が必要と思われる。

●社員の健康測定結果について

全般的に高年齢層の精神的ストレスの過大および若年層の不健
康な食生活からもたらされる体力不足が目立つ。
２０代から３０代の肥満度は昨年より減少の傾向にあり、平均肥
満度は－３ポイントであるが、体内脂肪はかえって増加している。
ファーストフードの普及にともない未婚男女の栄養バランスの偏
りに関連性があるかもしれない。
一方４０代の男性は内科所見上、慢性的な倦怠感と精神的な焦
りをうったえる方が多かった。長引く不況による職場環境の悪化
が原因の一つかもしれない。今後なんらかケアーしていく施設の
用意が必要と思われる。

管理性構造性 現場性記述性

ドキュメント

XMLはデータとドキュメントの掛け橋

ＸＭＬはデータとドキュメント、
両方の特性を持っている。

データ処理できるドキュメントとも
ドキュメントの自由度をもった
データともいえる。

8

XMLは構造と値が一体化されたテキストデータ
・記述性
階層化による複雑なデータ表現が可能

・可塑性
いつでもデータ構造の改造、加工が容易

・再利用性
必要な箇所を利用、様々なビューで利用

・永続性
データの原本はDBやアプリケーションでなくこの
テキストファイル

対象をリアルにデータ表現できる → 現場感のあるデータ
まずはDB設計を意識しなくてもよい → システムのプロでなくてもよい
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XMLデータの格納先とAPI
ファイル管理

RDB

XMLDB

CLOB

シュレッディング

DOM

SQL

XQuery
更新API

10

XMLDB

XML=意味の構造

RDB

DB=システムの構造

人為的変換

意味の構造からシステムの構造への変換

機械的変換

スキーマレス

||

テーブル設計と
マッピング
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XMLDBの特性

XMLDB

トランザクション管理

ファイル

ノード

エレメント

抽出
更新
追加
削除

その都度、XMLの構造を
自動で解釈してDB化する
ので、あからじめDBとして
のスキーマ定義をする必要
がない。

スキーマレスに格納

任意のノードに対する

12

任意の粒度での処理

ファイル
ノード

エレメント

/健康診断データ/被験者[個人データ/年齢 >= 40 and 血圧/上 >= 100]
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機械的変換

XMLDB

機械的変換はユーザが楽な分、製品が汗をかく

XMLDB各社は、
この方法にしのぎを
削る。

14

XMLDBのカテゴリ

ＲＤＢ ハイブリッド型

DBMS型

ネイティブ型

ファイル・インデキシング型
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XMLをオブジェクト化して既存のオ
ブジェクト型DBにそのまま容れる。

どうやってスキーマレスを実現するか

XMLデータ

324

125

097

XMLすべてのパスにインデックスを
作り、検索対象のパスのインデックス
値とマッチングさせる。

パーシング

検索パスから125を算出

であるものは？ マッチング

16

カテゴリごとの特性 （トレードオフ）

DBMS型

ファイル
インデキシング型

性能アップの
チューニング

必要
余地有り
プロ志向

不要
余地少ない
組込要件

格納・更新

負荷軽い

負荷重い

検索性能

工夫しないと速くない
（メモリ量、インデックス、
データ配置などの最適化）

何もしなくても高速
（完全一致でないと速くない）

データのインサート、更新が多いケースで有利

大容量のＸＭＬ文書を検索するケースで有利
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設備製品 項目A 項目B 項目C 項目D 項目E 項目F 項目？

あ

い
う
え
お
か
き
く
け

共通項目 個別項目

ハイブリッド型 テーブルとXMLネイティブストアの混成

そのままXMLで格納

18

RDB

データの自由度
（スキーマレス）

格納・更新
（トランザクション）

高速検索

ハ
イブ
リッ
ド型
の
挑
戦

大容量データに対するDB機能の三すくみ

２つしか叶えられない

DBMS型

ファイル
インデキシング型
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1． XMLデータを扱うからといって、必ずしもXMLDBが必要とも
いえない。
（処理の粒度によっては、ファイル処理やRDBでいいのでは）

2. 各製品の逆鱗を見極めること

3. データ処理要件がその逆鱗に触れない製品を選ぶこと

4. RDBの常識を一度忘れて、白紙で望むこと

5. XML周辺製品を活用すること（UI製品、データ連係製品、等）

6． 不確定モデルはXMLDBで臨め

XMLDBを使うポイント

20

XML周辺製品と一体でシステム化 例 ｘｆｙ（UI製品）

XMLDBによるスキーマレスなDB化
XQuery等によるシステム化

様々なXMLをマッシュアッ
プして再利用できるUI

スキーマからUIの
半自動作成

UIがスキーマ通りのXMLを出力

データ構造を
決定しながら
データエントリ
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3. XMLDBの適用分野

22

１．データタイプとして

・ 任意の繰り返し項目があるデータ

・ レコード毎に項目のばらつきが激しいデータ

・ 階層が深いデータ

XMLDBの適用分野
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２．システム要件として

・ 運用後、データ仕様が変わりやすいシステム

・ 文書データだが任意の粒度で処理したいシステム

・ ユーザがデータ構造を決定するシステム

XMLDBの適用分野

24

３．ＤＢ要件として

・ 基幹系データをＷＥＢシステムに晒す際の中間ＤＢ

・ 社内データを統合し、再利用するための情報ハブ

・ データ仕様が確定するまでの初期開発用DB

・ いつか構造的に再利用するだろうファイルシステム
（用途は後から出る）

XMLDBの適用分野
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基幹システム

インターネット

WEBサーバ

DMZ

ホスト

WEBクライアント

情報ハブにデータを集めて
１クッションおいてWEBに出す。
このＤＢとしては拡張性にすぐれた
XMLDBが便利.

中間ＤＢ

アプリケーションサーバ

基幹系データをＷＥＢシステムに晒す際の中間ＤＢ

26

基幹システム

インターネット

WEBサーバ

DMZ

ホスト

WEBクライアント

CRM PDM SFA

Open系システムの
共通データ基盤

社内データを統合し、再利用するための情報ハブ
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RDB

NotesDB

WEBサービス
B2B

Word
Excel

社内データを統合し、再利用するための情報ハブ

メール・ニュース

情報ポータル

情報ハブERP
PLM

Group
Ware

BI, SFA,CRM

B2C,B2B,B2E

ECM, R&D

28

XMLDB勉強会
日本ＩＢＭ社 訪問 2006.12.2.

次からの、７スライドは、当日の日本IBM様からの資料を引用しています。
その著作権は同社が保有しています。
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36

2007.2.5.

次からの２スライドは当日の日本オラクル様からの資料を引用しています。
その著作権は同社が保有しています。

XMLDB勉強会
日本オラクル社 訪問
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半定型データ

XML
定型データ

非定型データ
●社員の身体測定結果について

全般的に高年齢層の精神的ストレスの過大およ
び若年層の不健康な食生活からもたらされる体
力不足が目立つ。
２０代から３０代の肥満度は昨年より減少の傾向
にあり、平均肥満度は－３ポイントであるが、体内
脂肪はかえって増加している。
ファーストフードの普及にともない未婚男女の栄
養バランスの偏りに関連性があるかもしれない。
一方４０代の男性は内科所見上、慢性的な倦怠
感と精神的な焦りをうったえる方が多かった。長
引く不況による職場環境の悪化が原因の一つか
もしれない。今後なんらかケアーしていく施設の
用意が必要と思われる。

●社員の身体測定結果について

全般的に高年齢層の精神的ストレスの過大およ
び若年層の不健康な食生活からもたらされる体
力不足が目立つ。
２０代から３０代の肥満度は昨年より減少の傾向
にあり、平均肥満度は－３ポイントであるが、体内
脂肪はかえって増加している。
ファーストフードの普及にともない未婚男女の栄
養バランスの偏りに関連性があるかもしれない。
一方４０代の男性は内科所見上、慢性的な倦怠
感と精神的な焦りをうったえる方が多かった。長
引く不況による職場環境の悪化が原因の一つか
もしれない。今後なんらかケアーしていく施設の
用意が必要と思われる。

RDB

ファイル

40

半定型データ って何？

どこまでが定型でどこからが不定型なのか
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RDBは一貫して定型

SEによるDB設計 ユーザによるデータエントリ

RDB

事業所コード

Table1

社員番号

Table2

氏名

Table3

RDB

ASI-8KIS

921,37483

千葉県

９８０２０

Table1

退職

2007.06.30

2005.04.01

12070456

Table2

33歳

千葉県佐倉市

男性

秋山太郎

Table3

DB定義（設計） ＝ データ構造（形）の決定

42

Hgw3.lnk

…...
...………
…………
…………
・・・・・・・・

製品構成の各レイヤごとに
関連文書、担当者、業務内容
等の項目がある。
製品や各レイヤによって項目数
や項目種類がまちまち。

製品

システム

モジュール
パーツ

例えば製品構成と業務項目がリンクしているモデル
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Hgw3.lnk

…...
...………
…………
…………
・・・・・・・・

文章構成の各レイヤごとに
表題、概要、文、挿絵、著者、
版などの実体がある。
本や各レイヤによって項目数
や項目種類がまちまち。

章
節

段落

文章作成も不確定モデルである

第１章

第２章

第３章

第１節

第2節

第3節

段落

段落段落段落
・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

本

44

任意の繰り返し

任意の繰り返し

任意の要素

階層的繰り返し（再帰）

XMLは不確定モデル

スキーマの定義はすれど、構造（形）の確定はユーザ次第

何回
要素
を繰り

返す？

どの要
素を選

ぶ？

どんな
要素
を作る

？

どこま
で下位

階層
を作る

？

要素の選択
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データ構造（縦と横の拡がり）はユーザ（現場）が決める

階層的繰り返し

同列的繰り返し、選択

46

半定型データ ＝ 定義 ＋ 未定形

SEによるルール（義）の決定 ユーザによる形の決定

XMLSchema定義 ≠ データ構造（形）の決定

最終形はユーザに委ねられる
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データ項目の出現ルールを
定義する。

（スキーマ定義）

だけどデータの最終形は？

XMLの場合は

SEによるスキーマ設計時点 ユーザによるデータエントリ時点

ルールの範囲で、
自由にデータ項目を
出現させる。

（データ構造の確定）

DB定義（設計） ≠ データ構造（形）の決定

48

半定型データ ＝ 定義 ＋ 未定形

SEによるルール（義）の決定 ユーザによる形の決定

XMLSchema定義 ≠ データ構造（形）の決定

最終形はユーザに委ねられる
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半定型データの定型化は創造的

ユーザにデータ構造とデータ値
決定の裁量権があるので、デー
タエントリというよりデータの著
作に近い。

創造的行為

50

XML定義は電子雲のようなもの

観測者が見るまで電子の位置が確定できない。
電子雲は確率の軌跡である。

XMLのスキーマ定義もユーザがタグ・パターンを
確定するまでは、不確定な定義である。

水素原子

電子

原子核
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3つのeXtensible
（拡張性が前提）

スキーマレスなDB (XML DB)

eXtensibleなデータ (XML)

eXtensibleなユーザインターフェース

不確定モデルに耐える技術

動的に、階層的にも
フィールドを拡張可能、
他のXML（UI）もマッシュ
アップ（混成）可能。

52

最後に

新しい酒は新しい革袋に容れよ (新約聖書)

XMLDBはシステムアイディアの起爆剤
ユーザーに、新たな利用領域を独創する

ことを求めている。

XML XMLDB
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株式会社ジャストシステム コンサルティング部
加藤 哲義 03-5412-3895

お
問
合
せ

※本書に記載されている商品名、会社名などの固有名詞は、各社の商標及び登録商標です。
※本書の内容の一部またはすべてを、当著作者の事前の許可なく複製や再利用することを禁じます。

XMLコンソーシアム・XMLDB部会関連

http://www.xmlconsortium.org/
wg-xmldb-ldr@xmlconsortium.org

ｘｆｙ・XMLDBシステム関連

http://www.xfy.com/jp/
tetsuyoshi.kato@justsystems.com


